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(A)専門職向け勉強会
/交流会

(B)地域住民向け
情報提供の場

(C)法人独自サービス

(C2)医療・介護・福祉

(C1)認知症・もの忘れ
に関する支援

(C3)スポーツ

2017年より
千葉圏域地域リハ・パートナー参加

NPO法人一歩一歩事業・組織概要

設立の趣旨
高齢社会において、住みやすい社会となるように、

医療・介護・福祉の垣根を越えてその人の「課題解決」の

サポートをすることを目的に設立。多職種のチーム。
2014年4月22日設立
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認知症の発症遅延 認知機能低下の予防

「運動は確実な証拠はないが、大いに推奨」

日本神経学会2019

背景：予防と認知症の『備え』川村悠2019を改変

しかし、認知症発生の根本機序がいまだ不明
治癒薬もなし

確実なのは高齢化に従い 増加

認知症リスクの回避（高血圧 糖尿病 運動不足等）
終活 認活（対認知症準備活動）

認知症になっても困らないよう『道具、補助具（AT）の活用』
AT: Assistive Technology ：支援具、便利グッズ



ＡＴによるリハビリテーションとは

•視力が悪い→ 眼鏡 コンタクト
•足腰が悪い→  杖や車椅子

•記憶が悪い→  Assistive Technology（AT) で
『もの忘れの備え』や『生活支援』を優先すべき

しかし、この発想や実践はいまだ日本では乏しい
服薬時間を自動的に指示してくれる機器などが出てきた

※今後、ＡＴ活用による認知症リハビリテーションが期待される

健常高齢者のうちから ＡＴの知識を習得



Assistive Technology (AT)：
便利グッズによるもの忘れ、認知症の備えを

2018年発刊
著：安田 清



2019年より千葉市で主に
シニアリーダーの方々に
物忘れ対処法を学ぶ会を実施

1回2時間×6回
緑区、中央区、花見川区で実施

共催：おゆみの中央病院
後援：千葉市
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運動 趣味
脳トレ ボラ

認知症の知識

周囲に公知
共助を受ける

後見人設定

デイサービス
介護保険の活用
設備や環境改善

見守り 居場所通知
トイレ通知
排泄機器

服薬器 物探し器
スマホ等で予定
テレビ電話でボラ

スマホ等活用
テレビ電話
安心安全器具

日記手帳 服飾
終活 認活
対もの忘れ工夫

テレビ電話会話
音楽、回想療法
楽しめる活動

もの忘れ専用の
日記 暦

メモ帳

介護者支援
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報
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もの忘れ対処法を学ぶ会 講座全体図



受講後 希望者は
もの忘れアドバイザー検定試験を受験

“認定”もの忘れアドバイザー 商標登録済

【3級】の活躍場所

• 主に地域の健常高齢者

• 体操教室、介護予防教室、各種サークルなど

【2級】の働きかけの対象は

• MCI、認知症本人、家族など

• 認知症カフェ、本人会、家族会、もの忘れ外来の

ボランティア

もの忘れ

アドバイザー

もの忘れ

対処法を学ぶ会

シニアリーダー等の市民

医療・介護関係者

2019年11月現在、3級認定者：約55人 2級認定者は 6人



健常もの忘れ
（記憶力低下）

MCI 認知症

自助

活性化 介護保険 家族支援

共助

公助

廃用防止
ＢＰＳＤ＊防止

＊AT: Assistive  Technology 補助ツール ＊BPSD: 徘徊、暴力、不安、妄想など

記憶力の低下、認知症支援全体図

認知症リスク軽減
認知症への備え

自立維持
生活維持
見守り

運動 終活

道具による対処法*ATの活用

もの忘れを減らす対処法



課題と展望
⑴現在、変性型の認知症の予防は困難

⇒ ATを健常高齢者のうちから啓蒙

『もの忘れアドバイザーの育成・検定制度を開始』

⑵もの忘れアドバイザーに対して

⇒各地域でのもの忘れ対処教室開催支援

(3)一日コースなど、医療・介護関係者にも講習会
2020年2月2日京都市で開催予定


